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アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修を開発を開発を開発を開発    

～スクラムを使いこなすための実践研修～スクラムを使いこなすための実践研修～スクラムを使いこなすための実践研修～スクラムを使いこなすための実践研修    

  

人材育成をトータルで支援する株式会社インソース（本社：東京都千代田区、代表取締役執行役員社長：

舟橋孝之、証券コード：6200、以下「当社」）の 100%子会社 株式会社インソースデジタルアカデミー(本

社：神奈川県川崎市、代表取締役社長：杉山晋一、以下「ＩＤＡ」)はこの度、ＤＸ（デジタルトランスフ

ォーメーション）（※）関連の新作研修を開発しましたので、お知らせします。 

 

■アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修開発の背景■アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修開発の背景■アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修開発の背景■アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修開発の背景    

ＤＸ実現に必要なアプローチとして「アジャイル型ソフトウェア開発手法」が注目を集めています。 

近年、激動の市場環境においては、事業内容を機動的に変化させることが必要不可欠であり、事業推進の

中核となるシステムを迅速に開発・機能追加していくことが求められています。しかし、市場環境は複雑・

不確実なために、とるべき事業施策や開発すべきシステム要件は初期段階では予測できず、高速に仮説構

築・実行・検証を繰り返していかざるを得ません。 

このような背景もあり、ＩＤＡでは、機動的に変化するシステム要件に応じて開発する「アジャイル型

ソフトウェア開発手法」に関する研修を新たに開発いたしました。 

 

■■■■アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修～スクラムの基本プロセスを習得する編アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修～スクラムの基本プロセスを習得する編アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修～スクラムの基本プロセスを習得する編アジャイル開発のためのプロジェクトマネジメント基礎研修～スクラムの基本プロセスを習得する編    

https://www.insource.co.jp/bup/bup_agile_development.html 

 

 

 

 

■本研修３つのポイント 

 

POINT① アジャイル型ソフトウェア開発プロセスの代表格である「スクラム」について学ぶ 

アジャイル型ソフトウェア開発プロセスにはいくつか種類がありますが、比較的導入の容易な開発プ

ロセス「スクラム」について進め方を理解していただきます。 

 

POINT② 開発プロセスに沿って、プロジェクトマネージャとして何をやるべきか学ぶ 

アジャイル型ソフトウェア開発プロセスの解説は、従来型開発手法との違いや精神論、個別施策の説

明に終始しがちです。本研修では、開発プロセス「スクラム」の工程ごとに、プロジェクトマネージャ

として、誰と、何をするのかを具体的に学んでいただきます。具体的なコツとして、様式や IT ツール

についてもご紹介いたします。 

 

POINT③ 仮想プロジェクトを題材として具体的に学べる 

アジャイル型ソフトウェア開発プロセスにおいて、関係者間のコミュニケーションが重要視されてい

ます。仮想プロジェクトを題材として、具体的にどのような意志決定が行われているのか、どのような

コミュニケーションが発生しているかについて、グループ討議を通じて学んでいただけます。 



 

 

■■■■自信を持ってアジャイル型開発プロセスを自信を持ってアジャイル型開発プロセスを自信を持ってアジャイル型開発プロセスを自信を持ってアジャイル型開発プロセスを始める始める始める始めるためにためにためにために    

本研修は、よくある開発プロジェクトのシーンを想定し、プロジェクトを立ち上げ、成果物の開発とク

ライアントからのフィードバックを繰り返し、システム機能をリリースという場面に沿った疑似体験がで

きます。アジャイル型開発プロセス導入に際して、最初の一手をお探しの方におすすめの研修です。 

 

＜カリキュラム例＞ 

時間 内容 

２日間 １．はじめに 

２．今、なぜアジャイルなのか？ 

３．アジャイル型開発プロセスとは？ 

４．アジャイル型開発プロセス適用に当たって 

５．アジャイル型開発プロセス実践～全体像 

６．プロジェクト立上 

７．開発スプリント１ 

８．開発スプリント２ 

９．開発スプリント３ 

１０．リリーススプリント 

１１．まとめ 

 

 

ＩＤＡでは、今後もＤＸ関連研修の開発を推進してまいります。 

 

※※※※DXDXDXDX（デジタルトランスフォーメーション）とは（デジタルトランスフォーメーション）とは（デジタルトランスフォーメーション）とは（デジタルトランスフォーメーション）とは    

データとＩＴ技術を活用して破壊的イノベーションを実現することです。データとＩＴで①新しいビジ

ネスモデル、新商品、新サービスを実現すること②業務プロセスを改善・再構築し、ダイナミックな生産

性向上やコスト削減を実現することです。 

 

以 上 

【お問合せ先】株式会社インソース    https://www.insource.co.jp/index.html 

（取材・広報に関して） 社長室(稲田・石川) TEL: 03-5259-0070 

（サービス内容に関して） 
株式会社インソースデジタルアカ

デミー（川崎） 
TEL: 044-272-5880 

 


